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令和８年度スタート  

～入学・進級おめでとうございます～ 
生徒玄関の桜が満開の中、４月７日（火）に始業式、４月９日（木）に入学式が行われ

ました。今年度は８校から 157 名の新入生を迎え、全校生徒 448 名でスタートしました。

上級生となり誇らしげな２年生、そして最高学年として頼も

しい３年生。彼らに温かく迎えられた新入生が、ともに志高

く希望に満ち溢れた中学校生活を送れるよう願っています。

そして、これからの時代に必要な力『共生』を大切に、教育活

動を進めてまいります。今年度もよろしくお願いいたします。 

  これからの時代に必要な力 

共生（きょうせい）･･･ 他者を尊重し、多様な人たちと協働しながら 

様々な困難を乗り越え、皆の幸せをつくる力 
 

    

目指す学校像…「共生社会の礎となる中学校」を、生徒と教師が共に創っていく 

＜大切にすること＞ 

   ☆「画一化」から「多様化」へ   ☆「ルール」より「マナー」 

☆「排除」から、「みんなが幸せになるための包摂」へ 

 

新任式・１学期始業式 
 

 

 

 

 

 

 

 

４月７日（火）に、12 名の新任の教職員を迎え入れ、新任式を行いました。生徒たち

は、新しい出会いを大切に、真剣な表情でしっかりと話を聞いていました。 

  学 校 だ よ り 第 １ 号 啐（そつ）とは、鳥が卵からかえるとき、殻の中で雛

が鳴くこと。啄（たく）とは、親鳥が外から殻をつつく

こと。両者相呼応した、逃すべからざる好機をいう。当

校では、啐啄の精神から大きな成果が生まれると考え、

職員玄関に掲額している。 

令和８年４月 

上越市立城西中学校 

自分(たち)で、最適・最良を判断し、行動を選択できる力 
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ようこそ城西中学校へ
４月８日（水）、新入生を迎えるために、在校生全員が心を込めて入学式の準備を行いま

した。隅々まで掃除された廊下や教室、整然と並べられた新入生の椅子、華やかに飾られ

た黒板、丁寧に積み上げられた教科書など、その随所に上級生としての心遣いが感じられ

ました。新入生が安心して過ごせる、温かい雰囲気を作ろうとする在校生の思いが伝わる

準備の様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

【校長 式辞から】  

例年に比べ雪の多い冬となりましたが、日差しも日ごとに暖

かさを増し、春の到来を実感する時節となりました。１５７名の

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。また、本日ご臨

席を賜りましたご来賓の皆様、そして新入生のご家族の皆様に、

心より感謝申し上げます。私たちはこの日を楽しみに待ってい

ました。 

皆さんは、八つの小学校から集まった１５７名です。これから

は、多くの人が初めて出会う仲間とともに、中学校生活を送る

ことになります。今は期待よりも不安の方が大きいかもしれま

せん。これから、学校生活の中で困ったことや迷ったことがあれ

ば、先輩や先生に遠慮なく相談してください。頼りになる先輩、

そして職員がきっと皆さんに寄り添ってくれるはずです。 

さて、初対面の人が多いということは、自分を新しくつくっていく大きなチャンスでもあります。

多くの学校から生徒が集まるこの城西中学校には、そうした成長の機会がたくさんあります。こ

れまでの卒業生や、今ここにいる在校生のように、勇気をもって自分を信じ、この学校で大きく成

長してほしいと願っています。 

また、本校では「共生」を大切にしています。それは、絶えず変化するこれからの時代をたくま

しく生きるために、周りの人を大切にし、さまざまな個性や考えをもつ人たちと力を合わせながら、

社会の変化を乗り越え、幸せな人生を築いてほしいという願いがあるからです。 
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「共生」のために欠かせないのは、相手の思いに耳を傾け、その思いを理解しようとする姿勢

です。そのとき、大切な道具となるのが「言葉」です。 

私は言葉には「重さ」があると思っています。もちろん、グラムやキログラムで数字に表すことは

できませんし、科学的な根拠があるわけではありません。ですが、何気なく口にした言葉が、相手

の心に重く残ることがあります。軽いものを背負ってもあまり苦にはなりませんが、重いものを背

負い続けると、次第に疲れてしまいますね。一方で、「おはよう」「元気」や「一緒にがんばろうね」

「またね」など応援や励ましの言葉を掛けられることで心が軽くなることもあります。これは、口か

ら出る言葉だけでなく、文章やＳＮＳも一緒です。どうかみなさん、みんなの心が軽くなる、元気に

なる言葉があふれる城西中学校をみんなで作っていきましょう。 

 

保護者の皆様、本日はお子様の中学校ご入学、誠におめでとうございます。 

教職員一同、大切なお子様をしっかりとお預かりし、皆様や地域の方々と連携しながら、教え、

導き、寄り添い、見守ってまいります。限られた年月ではありますが、お子様と「共に生きる」こと

をここにお約束いたします。 

結びに、本日ご臨席くださいました皆様方の、城西中学校への一層のご理解とご支援をお願

い申し上げますとともに、皆様方のますますのご健勝とご活躍を祈念いたしまして、式辞といたし

ます。 

 

令和８年４月９日 

上越市立城西中学校 校長 保坂 修 
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※スクールカウンセラーの来校日については、決定後にお知らせいたします。 

令和８年度 城西中学校教職員紹介（４月現在） 
 令和８年度城西中学校の教育活動がスタートしました。生徒一人一人に充実した教育活

動を行えるように、教職員一丸となり頑張って参ります。よろしくお願いいたします。 
 

校   長 保 坂  修 教   頭 髙 橋  淳 一 事  務  長 上 野  智 子 

教 務 主 任 市村 尚史(技) DX 研究主任 加藤 栄一(理) 生徒指導主事 駒村 啓二（英） 

養 護 教 諭 猪 又  智 子 通   級 宮本  美奈子 に じ い ろ 教 室 小池 寿子（体） 

初任研担当 増 村  繁 夫 主   事 清 水  千 聖 用  務  員 米 田  和 弘 

生 徒 指 導 支 援 員 渡 邊  朋 子 教 育 補 助 員 諏訪  加代子 教 育 補 助 員 北 島  え り 

教 育 補 助 員 麦谷  久美子 介  護  員 丸 山  智 子 介  護  員 萩原  その子 

介  護  員 上 竹  智 美 栄 養 教 諭 上 原  淳 子 学 校 司 書 山 本  由 貴 

Ａ  Ｌ  Ｔ A n n i e Ａ  Ｌ  Ｔ M i c h a e l 学 校 運 営 支 援 員 山 﨑  真 利 

学 校 業 務 支 援 員 関澤  あけみ スクールカウンセラー 中 井  良 和 上越教育大学大学院 久間 翔太郎 

非 常 勤 講 師 鈴木 恒夫（理）     

 

 

＜各学年担当＞ 

 １学年部 ２学年部 ３学年部 

主  任 小池 寿子（体） 小林 美羽子（数） 佐藤 洋美（家） 

副主任（担任） 小山 綾子（国） 小島 寛則（体） 丸山 摩耶（国） 

副主任（担任） 桑原 美智子（英） 北峰 容子（国） 齊京  香（美） 

担任 

初谷 淳（数） 古澤 瑞綺（理） 駒村 啓二（英） 

小関 奈々美（国） 中山 孝毅（英） 佐藤 暁友（体） 

伊藤 優（社） 飯塚 貴弘（体） 若林 徹也（社） 

藤生 桂大（数） 舟見 侑真（音） 小野寺 俊樹（社）  

鬼木 哲人（理） 本間 昴瑛（体） 渡辺 千一（数）  

特別支援学級担当 初谷 淳（数） 白川 恵子（英） 佐藤 暁友（体）  

 

13日(水) 内科検診３年 専門委員会② 

18日(月) 仲間づくり遠足１年 

眼科検診２年 

20日(水) 内科検診 1年 

22日(金) 学習確認テストⅠ① 

25日(月) 学習確認テストⅠ② 

26日(火) 生徒総会① 

29日(金) 尿検査二次 

１日(金) 歯科検診 尿検査 

３日(日) 憲法記念日 

４日(月) みどりの日 

５日(火) こどもの日 

６日(水) 振替休日 

７日(木) 仲間づくり遠足３年 

８日(金) 仲間づくり遠足２年 

11日(月)  教育実習（母校）開始（～29 日まで） 

12日(火)  教育相談①（～19 日まで） 


